
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 平成30年度 第２回滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 日 時 平成31年３月19日（火） 16：00～17：16 

開 催 場 所 クサツエストピアホテル 瑞祥の間 

出 席 者 【会員】 

滋賀県立総合病院       一山 智  （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  松末 吉隆 （副会長） 

大津赤十字病院        石川 浩三 （副会長） 

公立甲賀病院         清水 和也 

彦根市立病院         金子 隆昭 

市立長浜病院         神田 雄史 

高島市民病院         鈴木 聡  ＜代理＞渡邊 温士 

滋賀県歯科医師会       芦田 欣一 

滋賀県薬剤師会        大原 整 

滋賀県看護協会        廣原 惠子 

滋賀県放射線技師会      古山 忠宏 

滋賀県臨床検査技師会     岩井 宗男 

滋賀県歯科衛生士会      村西 加寿美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 八木 政廣 

滋賀県健康医療福祉部     川崎 辰己 

【部会長】 

滋賀県立総合病院       山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院        芥田 敬三 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院       財間 正純 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷  眞至 （診療支援部会） 

【随行者】 

滋賀県立総合病院       湊山 祐一 （相談支援部会事務局） 

大津赤十字病院        加藤 理史 （地域連携部会事務局） 

滋賀県立総合病院       柳  香里 （がん登録推進部会事務局） 

滋賀医科大学医学部附属病院  野原 悦子 （診療支援部会・研修推進部会事務局） 

滋賀県立総合病院       大橋 純子 （緩和ケア推進部会事務局） 

滋賀県健康医療福祉部     大田 祐治 

滋賀県立総合病院       井上 勘治 

滋賀県立総合病院       木村 和真 

【事務局】 

滋賀県立総合病院       川邊 義巳 （兼企画運営委員会事務局） 

（敬称略） 

欠 席 者 【会員】 

滋賀県医師会         越智 眞一 

【部会長】 

滋賀医科大学医学部附属病院  村田 喜代史（研修推進部会） 

滋賀県立総合病院       花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 平成30年度各部会の最終評価について 



 

 各部会より今年度の活動と最終評価について、下記のとおり報告があった。 

（協議会・企画運営委員会） 

   協議会活動の周知、がん医療フォーラムの開催、ＰＤＣＡサイクルの情報共有など、ほ

ぼ当初の計画どおりに取り組めた。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （相談支援部会） 

   部会の開催、相談員スキルアップ研修の開催、各種イベントへの相談員派遣などを行っ

た。「滋賀の療養情報」は、昨年に比べ大幅増刷する。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （地域連携部会） 

   地域連携パス登録件数は目標290件に対して270件となる見込み。５大がんパスは再発・

転移に対応できる形式に変更し、来年度より運用開始予定。最終評価は「Ｂ」としたい。 

 （がん登録推進部会） 

   部会、研修会の開催および院内がん登録全国集計の提出など計画通り行った。ホームペ

ージに統計資料の掲載や院内周知用資料の作成も行い、最終評価は「Ａ」としたい。 

 （診療支援部会） 

   部会の開催、がん情報しがの治療法やトピックスについて更新を行った。若年性妊孕性

温存の研修会をサポートし、13病院で研修会が開催された。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （研修推進部会） 

   部会の開催、がん情報しがの講演会等の情報を更新した。また、各種研修の開催や看護

師以外の職種の育成状況についても部会で確認した。最終評価は「Ａ」としたい。 

 （緩和ケア推進部会） 

   台風で中止となった講演会以外は計画通り実施できた。講演会は来年に同内容で開催予

定。ELNEC-J研修は開催日程の工夫で受講者増に繋がった。最終評価は「Ａ」としたい。 

 

 （滋賀県看護協会） 

   人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドラインが国からおりてき

ており、看護協会ではそれに関する研修を行っているが、そういった研修を開いてほしい

という要望が多い。緩和ケア推進部会ではそういった研修は予定しているか。 

→緩和ケア研修会の科目に新しくACPが取り上げられるなど、今後も関わっていく重要

なテーマであると思うが、研修の要望があがっているかまでは把握できていない。 

 

2. 第10回滋賀県がん医療フォーラムの結果について 

 運営スタッフも含め333名（一般171名、医療関係者162名）がフォーラムに参加した。

アンケート結果より参加者の傾向や感想、今後希望するテーマについて共有した。 

 来年は２月８日に近江八幡市の男女共同参画センターで開催することを提案し可決さ

れた。時間は例年同様に13時もしくは13時半頃の開演とする予定。 

 

（滋賀県放射線技師会） 

２月９日に診療放射線技師会の学術大会があり、その前日に会長・副会長会議が予定

されているため、一部の者はフォーラムに参加できないことを了承頂きたい。 

（大津赤十字病院） 

過去に近江八幡市で開催した時の参加者の居住地の分布はどうだったのか。 

→確認後、事務局を通して回答する。 

（滋賀県薬剤師会） 

その開始時間では開業医などの参加が厳しいと思われるので、検討頂きたい。 

 

3. 平成31年度以降の活動について 

 がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針の中にある要件を根拠に当協議会を立ち

上げ、運営している。昨年7月に指針が新しくなったが、関連箇所については特に変化が

なかったので、平成31年度以降も現在の体制で活動することを提案し、可決された。 

 



 

 （滋賀県歯科医師会） 

タレントの口腔がん報道後、患者が急増している。研修会やフォーラムなどで口腔が

んについても取り上げてもらえるとありがたい。 

 （滋賀医科大学医学部附属病院） 

滋賀医大では地域医療介護総合確保基金の交付を受け、口腔がんの相談体制の整備な

どを図ることになったことからも、口腔がんは非常に注目されていると感じる。 

 （滋賀県看護協会） 

地域連携パス登録状況を見ると病院間でかなりの差があるように見えるが、差がある

ことに対する分析や今後の方向性を聞かせて頂きたい。 

   →地域連携部会で検討をしていきたい。 

 

【報告事項】 

4. 議事録の統一について 

 企画運営委員会で可決された議事録の統一について、様式や作成要領を報告した。 

 

5. 協議会ホームページの変更について 

 協議会ホームページのデザインとＵＲＬが変更となる旨を報告した。 

 

6. 県からの報告事項等 

・滋賀県がん対策推進計画（第３期）概要 

概要版が完成した。第３期は「がんとの共生」が大きなウエイトを占める。 

・滋賀県のがん対策の概要 

  来年度のがん対策にかかる予算について、下記の項目が新規もしくは変更となった。 

 がんゲノム医療体制整備事業、がん患者への一元化情報提供事業、がん患者調査事業、

がん患者の未来の家族計画応援事業、がん患者就労支援サポート企業表彰事業 

 ・がん診療連携拠点病院等の指定について 

   ３月７日に行われたがん診療連携拠点病院等の指定に関する検討会において、要件を満

たさなかった公立甲賀病院が地域がん診療連携拠点病院に指定されなかった。今後、地域

がん診療病院として指定の推薦を進める予定である。 

 （公立甲賀病院） 

   今後は一番連携の強い滋賀医大と連携して地域がん診療病院としてやっていきたい。 

 

【その他】 

 （滋賀医科大学医学部附属病院） 

   今後はがんとの共生という視点で医療政策を考えていく必要がある。また、県民が等し

く情報を得られるよう、情報の共有化も非常に大事である。 

 （大津赤十字病院） 

   均てん化だけではなく、今後は機能分化も必要な時期に入ったと感じている。 

 （滋賀県がん患者団体連絡協議会） 

   情報が溢れているが、信用できるか分からず、また難しい用語も多い。一般向けの講演

では、よりレベルを落として噛み砕いた表現で話すことを意識して頂けるとありがたい。 

   また、サロンに来た患者さんで、医師から紹介されて妊孕性温存の助成を受けた方がい

た。日頃の取り組みが目に見える成果となって表れて喜ばしい。 

 （高島市民病院） 

   医療安全管理者の研修について今後情報提供・共有をお願いしたい。 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                          平成31年３月29日 

 

がん診療連携協議会 会長 一山 智 


